
                                     

 

 

３月第３号 

巡回相談の窓から～みんなが主役になれる授業 

本校コーディネーター 川上好美 

巡回相談に行かせてもらうと、先生方の工夫された授業を見学させていただき、いつも勉強させてもら

っています。 

その中で、今回はある小学校の低学年で行われていた体育の授業を紹介させていただきます。まず感じ

たことは 45 分の授業の間、どの児童も生き生きと夢中に活動しているという印象でした。内容は、体操、

大縄、リレーでした。どの種目も工夫されていました。今回はその中のリレーの活動を紹介します。 

リレーの内容は、「走る」→「カードをひく」→「カードに書かれた職業のジェスチャー」をし、待って

いる児童が「想像して答える」→「当たれば走って帰り次の人にタッチする」という内容でした。 

走る児童はカードをひくのを楽しみに一生懸命走り、体全体を使い職業をジェスチャーで表現してい

ました。待っている子ども達は思考をフル回転させて考えた職業を答えていました。 

どの児童も夢中になって取り組んでいました。 

「一人ひとりの子どもが主役になれる」って素敵ですね。 

素敵な実践を見させていただきありがとうございました。 

 

 

 

今年度の巡回相談アンケートから学ばせて頂いたこと   

 本校コーディネーター 川端 あゆみ 

私は今年度、巡回相談の申し込みやアンケートの集約の担当をさせて頂きました。それぞれの学校 

や保育園から届く相談内容を拝見させて頂く度に、先生方が子ども達の成長を願い、日々悩まれている 

姿を思い浮かべ、愛情の深さを感じていました。私は、実際に巡回相談にお伺いすることはできません 

でしたが、アンケートを読ませて頂く中で、先生方と本校のコーディネーターが一緒になって支援方法を 

考え、悩みながらも積極的に取り組んでいこうとされている気持ちがわかり、集約の担当としてアンケート 

を受け取ることが大変嬉しく、楽しみながら集約させていただきました。私もアンケートを通して学ばせ 

て頂いた先生方の子ども達に対する愛情や支援に対する姿勢を忘れず、今後の教師生活の参考にさせ 

て頂きたいと思います。本当にありがとうございました。 
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ホウセキノジュギョウ～卒業式に想う 

昨年１１月高等部３年生のホームルーム〝卒業生の取り組み〟の話し合いをしている 

時でした。「くす玉を割りたい」という意見がでました。みんな賛成しました。 大きな風船に 

新聞紙や和紙を貼り付けて直径５０ｃｍほどのくす玉を作りました。「ことばを垂らしたい」 

「どんなことばにする？」アンケートをとりました。 「ありがとう ずっとともだち」に決まりました。 

「だれがくす玉を割るの？」 満場一致でお話しが苦手な A さんになりました。 

「動画を流したい」 みんなで３年間のアルバムから写真をピックアップして B さんが BGM 

を入れた５分間のスライドショウーに仕上げました。 

３月５日、卒業式当日、すがすがしい顔で卒業証書を受け取る卒業生たち。 スライドショーの 

披露、卒業生の言葉のあと微笑みながら壇上に一人であがった A さんは、くす玉のひもを引き、 

大きなくす玉を見事に割りました。 中からは「ありがとう ずっとともだち」の垂れ幕とともに Aさんが 

３年間切り続けた色とりどりの色画用紙の紙吹雪が舞い、壇上いっぱいに花を咲かせました。  

 卒業生が書いた式次第を掲げ、全員合奏でお祝いした中学部。 給食員さん、運転手さん、事

務職員さん、お世話になった職員全員からのお祝いのメッセージ動画を贈った小学部。卒業生一人

一人が自分たちの言葉で６年間の思い出を語りました。 

学校教育のあらゆる場面では子どもたちの考える活動が尊重されなければなりません。喜びと共に

さまざまな不安や戸惑いが交差する卒業式では、より一層子どもたちの考え、思いが大切にされる

必要があるでしょう。 その実現があって〝最後の授業〟となりうるのだと思うのです。 

                 ご卒業おめでとうございます。 

 

望月教諭「教育の匠」受賞 

新しい春、本校コーディネーターの望月教諭が和歌山県教育委員会の「きのくに教育の匠」 

に選ばれ１月１４日、和歌山市のホテルアバローム紀の国で開催された「和歌山県教育表彰式」

で表彰を受けました。同表彰は県の教育の発展に功績があった個人や団体をたたえるもので  

「教育の匠」は、特に優れた教育実践を行い、成果を上げていると認められる教職員などを表彰

する「きのくに教育賞」受賞者のうち、特に継続的な実践で成果を上げ、他の教員の指導力向

上に寄与できる者に対して与えられます。 

共に働く者としてこの受賞を喜ぶと共に、これを機にコーディネーター 

一同、より一層の研鑽に励み、地域に根ざした、開かれた支援学校の 

実現に向けて努力を重ねてまいりたいと思います。 

 

 

一年間ありがとうございました。来年度もよろしくお願いします。 

みくまの支援学校教育コーディネーター一同 

                                 令和２年度しえん便り編集・構成担当 浦木隆 


